
Mem. Fac. Fish. Kagoshima Univ.,

薩南諸島から得られたハタ科魚類 2種：アカハタモドキ Epinephelus retoutiと
ヤマブキハタ Saloptia powelli

畑　晴陵 1*，　本村浩之 2

Records of Two Groupers, Epinephelus retouti and Saloptia powelli (Perciformes: 
Serranidae), from the Satsunan Islands, Kagoshima Prefecture, Southern Japan

Harutaka Hata1*, Hiroyuki Motomura2
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Abstract
Four specimens (280.0–311.0 mm standard length) of Epinephelus retouti Bleeker, 1868, previously recorded in Japanese 
waters only from the Izu and Ogasawara islands and Okinawa Prefecture, were collected from the middle of the Satsunan 
Islands (Tokara Islands and Amami-oshima island). The specimens described in detail herein represent the first records of 
the species from the Satsunan Islands. In addition, three specimens (316.0–386.0 mm standard length) of Saloptia powelli 
Smith, 1964, whose northern limit of distributional range had been considered to be Yoron-jima island, in the Amami Islands, 
were collected from the north of the Tokara Islands. These specimens represent a ca. 350 km northward distributional range 
extension of the species.
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緒　言
　ハタ科魚類 Serranidae は日本から 33 属 136 種が報告
されている 1–6)。このうちアカハタモドキ Epinephelus 

retouti Bleeker, 1868 はこれまで国内において小笠原諸
島，伊豆諸島，および沖縄諸島から 2)，ヤマブキハタ
Saloptia powelli Smith, 1964 は小笠原諸島，沖縄諸島，お
よび与論島から標本に基づき報告されている 2, 7)。
　2013 年から 2015 年にかけて，鹿児島県のトカラ列島
と奄美大島近海からアカハタモドキ 4 個体，およびトカ
ラ列島からヤマブキハタ 3 個体が採集された。これらの
標本はアカハタモドキの薩南諸島からの初記録となり，
ヤマブキハタの北限記録となるため，ここに報告する。
また，両種の日本における過去の記録と和名と学名の遷
移を調査した。

材料と方法
　標本は鹿児島市中央卸売市場魚類市場および種子島漁
業協同組合せり市場にて購入し，標本の漁獲場所は，仲
卸業者を通じて漁業者に直接聞き取った。計数・計測方

法は Randall and Heemstra 8) にしたがった。標準体長は体
長と表記し，ノギスを用いて 0.1 mm まで行った。アカ
ハタモドキとヤマブキハタの生鮮時の体色の記載は，固
定前に撮影された各記載標本のカラー写真に基づく。標
本の作製，登録，撮影，および固定方法は本村 9) に準拠
した。本報告に用いた標本は，鹿児島大学総合研究博物
館に保管されており，上記の生鮮時の写真は同館のデー
タベースに登録されている。本報告中で用いられてい
る研究機関略号は以下の通り：KAUM －鹿児島大学総
合研究博物館；NSMT －国立科学博物館；RUSI（現在
は SAIAB）－南アフリカ水生生物多様性研究所；TUFO

－東京水産大学水産資料館；URM －沖縄美ら島財団；
ZUMT －東京大学総合研究博物館。

結果と考察
Epinephelus retouti Bleeker, 1868

アカハタモドキ
(Fig. 1; Table 1)
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Epinephelus retouti Bleeker, 1868 10): 339 (type locality, 

Réunion); Randall and Heemstra, 1986 11): 51, figs. 1–3 

(Mozambique Channel,  Réunion, Mauritius, Chagos 

Archipelago, Indonesia, Taiwan, Japan, Palau, New Caledonia, 

Line Islands, Society Islands, and Tuamotu Islands); Shao et 

al., 1987 12): 72, fig. 6 (Hou-bi-hu and Hengchun, Taiwan); 

Masuda and Allen, 1987 13): 117, fig. K (Western Pacific); 

Katayama, 1988a 14): 126, pl. 115-C (southern Japan to Indian 

Ocean); Lee, 1990 15): 53, fig. 66 (Hengchun, Taiwan); Randall 

and Heemstra, 1991 8): 245, fig. 128, pl. 39-D (Mozambique 

Channel ,  Madagascar,  Réunion,  Mauri t ius ,  Chagos 

Archipelago, Indonesia, Taiwan, Japan, Palau, Line Islands, 

American Samoa, Society Islands, and Tuamotu Islands); 

Shen, 1993 16): 292, pl. 74-5 (Hengchun, Taiwan); Heemstra 

and Randall, 1993 17): 224, fig. 397 (Mozambique Channel, 

Réunion, Mauritius, Chagos Archipelago, Christmas Island, 

Indonesia, Taiwan, Japan, Palau, New Caledonia, Line Islands, 

American Samoa, Society Islands, and Tuamotu Islands); 

Senou, 1993 18): 610, unnumbered fig. (southern Japan and 

Indo-Pacific); Randall et al., 1997 19): 20 (Ogasawara Islands, 

Japan); Heemstra and Randall, 1999 20): 2520, pl. 5-38 (Islands 

of tropical Indo-Pacific region: from western Indian Ocean to 

Tuamotus, including Christmas Island, Indonesia, South China 

Sea, Taiwan, Japan, Palau, New Caledonia, Line Islands, 

American Samoa, and Society Islands); Allen, 2000 21): 86, 

table 6 (Christmas Island); Senou, 2000 22): 715, unnumbered 

fig. (southern Japan and Indo-Pacific); Senou, 2002 23): 715, 

unnumbered fig. (Pacific coast of southern Japan, Ryukyu 

Archipelago, and Indo-Pacific); Randall et al., 2004 24): 12 

(Tonga); Konishi and Nakabo, 2007 25): 92, unnumbered fig. 

(Pacific coast of southern Japan, Ryukyu Archipelago, and 

Indo-Pacific); Ota, 2007 26): 196, table 3 (Yaeyama Islands); 

Miura, 2012 27): 27, unnumbered fig. (Okinawa Islands); 

Senou, 2013 2): 785, unnumbered fig. (Tori-shima island, 

Izu Islands; Ogasawara Islands; Okinawa Islands; southern 

Taiwan; Paracel Islands; Indo-Pacific); Hobbs et al., 2014 28): 

210, table 1 [Cocos (Keeling) Islands].

Epinephelus fasciatus albopunctulatus (not of Boulenger): 

Masuda, 1942 29): 113, pl. 5, lower fig. (Ogasawara Islands).

Epinephelus albopunctulatus (not of Boulenger): Matsubara, 

1955 30): 630 (Nuku Hiva, Marquesas Islands; Ogasawara 

Islands); Kurata et al., 1971 31): 27 (Ogasawara Islands); 

Gushiken, 1972 32): 30 fig. 138 (Okinawa Islands); Aoki, 1984 
33): 4 (Ogasawara Islands).

Epinephelus truncatus Katayama, 1957 34): 158, fig. 4 (type 

locality: Izu Islands and Ogasawara Islands); Katayama, 

1975 35): 162 (Okinawa Islands); Kyushin et al., 1977 36): 

220, fig. 102 (Chagos Archipelago); Zama and Fujita, 1977 
37): 108 (Ogasawara Islands); Zama, 1978 38): 220 (Ryukyu 

Archipelago, Izu Islands, and Ogasawara Islands, Japan; 

Society Islands; Capel Bank, Australia; Chagos Islands); Hu, 

1979 39): 132 (Pacific coast of Japan, Ogasawara Islands, and 

South China Sea); Kanno et al., 1980 40): 132 (Ogasawara 

Islands); Kyushin et al., 1982 41): 181, fig. 160 (southern Japan, 

West Pacific, South China Sea, and Indian Ocean); Katayama, 

1984a 42): 126, pl. 115-C (southern Japan to Indian Ocean); 

Aoki, 1989a 43): 20 (Ogasawara Islands); Aoki, 1989b 44): 29 

(Ogasawara Islands).

標本
　4 個体：KAUM–I. 54001，体長 283.0 mm，鹿児島県奄
美大島近海（鹿児島市中央卸売市場魚類市場にて購入），
2013 年 4 月 15 日，釣り，松沼瑞樹；KAUM–I. 56200，
体長 311.0 mm，鹿児島県トカラ列島中之島近海（鹿児
島市中央卸売市場魚類市場にて購入），2013 年 9 月 9 日，
釣り，松沼瑞樹；KAUM–I. 76694，体長 280.0 mm，鹿児
島県トカラ列島口之島北方（30°01′N, 130°11′E；鹿児島
市中央卸売市場魚類市場にて購入），2015 年 7 月 7 日，
釣り，畑　晴陵；KAUM–I. 77543，体長 296.0 mm，鹿
児島県トカラ列島口之島北方（30°01′N, 130°11′E；鹿児
島市中央卸売市場魚類市場にて購入），水深 100 m 付近，
2015 年 8 月 7 日，釣り，畑　晴陵。

記載
　計数形質と体各部の体長に対する割合を Table 1 に示
した。体は前後方向に長い長楕円形で側扁し，体高は背
鰭起部で最大。体背縁は吻端から背鰭起部にかけて上昇
し，背鰭基底後端にかけて緩やかに下降する。体腹縁は
下顎先端から腹鰭起部にかけて緩やかに下降し，そこか
ら緩やかに上昇する。尾柄部の体背縁と体腹縁はともに
体軸と平行。胸鰭起部は腹鰭起部より前方，背鰭起部直
下に位置し，胸鰭基底下端は腹鰭起部より僅かに前方，
背鰭第 2 棘条起部直下に位置する。胸鰭後端は背鰭第 9

棘条起部直下に達し，胸鰭後縁は丸い。背鰭起部は胸鰭
起部直上に位置し，背鰭基底後端は臀鰭基底後端より後
方に位置する。腹鰭起部は背鰭第 2–3 棘条起部直下に位
置し，腹鰭基底後端は背鰭第 3–4 棘条起部直下に位置す
る。たたんだ腹鰭の後端は背鰭第 8–9 棘条起部直下に達
するが，総排泄孔には達しない。腹鰭の最後の軟条は体
と鰭膜でつながる。臀鰭起部は背鰭第 11 棘条から第 2
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軟条起部直下に位置し，臀鰭基底後端は背鰭第 11–12 軟
条起部直下に位置する。尾鰭は截形で，中央部は僅かに
後方に膨出する。総排泄孔は正円形で体の中央より後方
に位置し，臀鰭起部前方に開孔する。吻端は尖り，下顎
は上顎よりも突出する。上顎後端は眼の後縁よりも僅か
に後方に達する。上顎骨の先端には大きく鋭い円錐歯が
左右に 2 対あり，その内側に小円錐歯が密生する。上顎
骨の外縁には鋭い小円錐歯が 1 列に並ぶ。鋤骨と口蓋骨
には小円錐歯が密生する。下顎の先端には大きく鋭い円
錐歯を左右に 2 対そなえ，その後ろに鋭い小円錐歯の歯

列がある。歯列は下顎の先端付近から中央部にかけて約
3 列であるが，後方では約 2 列となる。眼と瞳孔は前後
方向に長い楕円形。眼隔域は平坦。両唇は厚い。鼻孔は
2 対で，前鼻孔と後鼻孔はほぼ同大で互いに近接し，眼
の前縁前方に位置する。前後の鼻孔はともに円形で，前
鼻孔の後縁に前鼻孔よりも小さい皮弁を有する。前鰓蓋
骨後端は鋸歯状。鰓蓋後縁は円滑で，主鰓蓋骨は 3 本の
棘をもつ。主鰓蓋骨後縁は後方に突出する。体は櫛鱗に
被われるが，頭部と胸部は円鱗に被われる。吻部，眼の
周囲および両顎は無鱗。背鰭と臀鰭の基底部付近は被鱗

Fig. 1. Fresh specimens of Epinephelus retouti. A: KAUM–I. 76694, 280.0 mm standard length, north of the Tokara 
Islands, Kagoshima Prefecture, Japan; B: KAUM–I. 54001, 283.0 mm standard length, off Amami-oshima island, 
Kagoshima Prefecture, Japan.
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する。背鰭前方被鱗域の先端は瞳孔後縁間に位置する。
鰓耙は細長い。擬鰓を有する。
　生鮮時の色彩 ― 体側は一様に鮮やかな赤橙色を呈し，
頭部腹面と胸部は淡い桃色。胸部を除く各体側鱗，頭部
の鱗，背鰭，臀鰭及び尾鰭の中央には暗褐色斑が入る。
腹鰭基底後端よりも後方の体側には不明瞭かつ細い白色
横帯が 4–5 本はいる。背鰭は暗い若草色で，基底部付近
は鮮紅色を呈し，棘条部の縁辺は深紅。胸鰭，腹鰭およ
び臀鰭は一様に鮮紅色。尾鰭は鮮紅色で，上部は暗緑色
を呈する。虹彩は暗い紅色。瞳孔は暗青色で，真鍮色で
縁どられる。固定後の色彩 ― 体は一様に明るい黄褐色
になり，背鰭棘条部縁辺は黒色になる。

分布
　本種は紅海やハワイ諸島を除くインド・太平洋に広く
分布する 8, 11, 17, 20)。日本国内では小笠原諸島 31, 33, 29, 19, 34, 40, 

43, 44)，伊豆諸島鳥島 8, 34)，沖縄諸島 8, 32, 27, 35)，奄美大島（本
研究），およびトカラ列島（本研究）から報告されている。

備考
　奄美大島とトカラ列島から得られた標本は，尾鰭が截
形であること，前鼻孔と後鼻孔がほぼ同大であること，
臀鰭軟条数が 8，背鰭軟条数が 16–17 であること，胸鰭
軟条数が 19 であること，体に暗色点がなく，生時，背
鰭棘条部の外縁が深紅であること，背鰭軟条部後縁と
尾鰭上部が暗緑色であることなどの特徴が Randall and 

Heemstra 8) や Heemstra and Randall 17, 20)，瀬能 2）の報告し
た Epinephelus retouti の標徴に一致したため，本種と同
定された。
　Epinephelus retouti を日本から初めて報告したのは
Masuda 29) である。彼は小笠原諸島から得られた 10 個
体（ 全 長 230–345 mm） に 基 づ き 本 種 を E. fasciatus 
albopunctulatus として報告した。松原 30) は本種の学名
を E. albopunctulatus，和名をセダカアカハタとし，国内
における分布を小笠原諸島とした。具志堅 32) は本種の
学名を E. albopunctulatus，和名をセダカアカハタとして
沖縄県から報告すると同時に本種が沖縄県において「ハ
ンゴーミーバイ」と称されることを報告し，倉田ほか 31)

は本種の学名を E. albopunctulatus，和名をセダカアカ
ハタとして小笠原諸島から報告した。また，Katayama 34)

は伊豆諸島鳥島と小笠原諸島から得られた 2 個体に基づ
き新種 E. truncatus として本種を記載し，和名アカハタ
モドキを提唱した。Katayama 35) は体長 184–264 mm の本
種 2 個体の学名を E. truncatus，和名をアカハタモドキ
として沖縄諸島から報告した。Zama 38) は Masuda 29)，松

原 30)，および具志堅 32) の E. fasciatus albopunctulatus な
らびに E. albopunctulatus は E. truncatus であるとし，本
種の和名をアカハタモドキとした。青木 33) は本種の学
名を E. albopunctulatus，和名をセダカアカハタとして
119 個体を小笠原諸島から報告した。座間・藤田 37) は
体長 230.0–345.0 mm の本種 7 個体（TUFO 206, 645, 646, 

822, 882, 1230, 1243）の学名を E. truncatus，和名をアカ
ハタモドキとして小笠原諸島からするとともに，倉田ほ
か 31) のセダカアカハタ E. albopunctulatus を E. truncatus

であるとした。菅野ほか 40) と青木 43, 44) は E. truncatus の
和名をアカハタモドキとして小笠原諸島から報告した。
Randall and Heemstra 11) は E. truncatus を E. retouti の 新
参異名であるとした。Randall and Heemstra 8) は沖縄諸
島から得られた 1 個体（RUSI 26507，体長 271 mm）と
伊豆諸島から得られた 2 個体（URM-P 18323，体長 312 

mm，NSMT-P 18222，体長 315 mm）の E. retouti を報告
し，Randall et al. 19) は小笠原諸島近海から得られた体長
324 mm の E. retouti 1 個体（NSMT-P 41767）を報告した。
瀬能 22) は E. retouti の標準和名をアカハタモドキとした。
また，三浦 27) は本種が沖縄諸島近海から深海釣りによっ
て稀に漁獲され，「はんごーみーばい」と称されること
を報告した。したがって，本種はこれまで，国内からは
伊豆諸島，小笠原諸島および沖縄諸島からのみ記録され
ていた 2)。トカラ列島と奄美大島から採集されたアカハ
タモドキは鹿児島県ならびに薩南諸島からの本種の標本
に基づく初めての記録となる。

Saloptia powelli Smith, 1964
ヤマブキハタ
(Fig. 2; Table 1)

Saloptia powelli Smith, 1964 45): 719, fig. 1, pl. 21(type 

locality: Cook Islands); Kami et al., 1968 46): 104 (Facpi 

Point, Guam); Gushiken, 1972 32): 28, fig. 123 (Okinawa 

Islands); Katayama, 1974 47): 99, fig. 1 (Okinawa); Masuda 

et al., 1975 48): 211, fig. P. 43-C (Okinawa-jima island and 

Cook Islands); Kanno et al., 1980 40): 132 (Ogasawara 

Islands); Kyushin et al., 1982 41): 157, fig. 136 (southern 

Japan, South China Sea, and Cook Islands); Aoki, 1984 33): 

3 (Ogasawara Islands); Katayama, 1984b 49): 124, pl. 112-D 

(Ryukyu Archipelago, South China Sea, and Cook Islands); 

Polovina, 1986 50): 425, table 1 (Mariana Islands); Shao et 

al., 1987 12): 71, fig. 2 (Hengchun, Taiwan); Katayama, 1988b 
51): 124, pl. 112-D (Ryukyu Archipelago, to South China sea, 

and Cook Islands); Myers, 1988 52): 140 (Mariana Islands); 
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Aoki, 1989a 43): 20 (Ogasawara Islands); Aoki, 1989b 44): 29 

(Ogasawara Islands); Lee, 1990 15): 61 fig. 77 (Hengchun, 

Taiwan); Randall and Heemstra, 1991 8): 299 (Cook Islands, 

Society Islands, American Samoa, Fiji, Mariana Islands, South 

China Sea, Taiwan, and Okinawa); Shen, 1993 16): 294, pl. 

75-4 (Hengchun, Taiwan); Heemstra and Randall, 1993 17): 

299, fig. 513 (Western Pacific to French Polynesia: Okinawa, 

Taiwan, South China Sea, Mariana Islands, Society Islands, 

Cook Islands, American Samoa, Fiji and Tuamotus); Senou, 

1993 18): 603, unnumbered fig. (Ryukyu Archipelago and Indo-

Pacific); Kramer et al., 1994 53): 73, pl. 2-A (Great Barrier 

Reef, Australia); Randall et al., 1997 19): 22 (Ogasawara 

Islands); Heemstra and Randall, 1999 20): 2537, pl. 7-54 

(Western Pacific to French Polynesia, including Okinawa, 

Taiwan, South China Sea, Mariana Islands, Society Islands, 

Cook Islands, American Samoa, Fiji, and Tuamotus); Allen, 

2000 21): 87, table 6 (Christmas Island); Senou, 2000 22): 708, 

unnumbered fig. (Ryukyu Archipelago and Indo-Pacific); 

Hutchins, 2001 54): 30 (Western Australia); Senou, 2002 23): 

708, unnumbered fig. (Ryukyu Archipelago and Indo-Pacific); 

Myers and Donaldson, 2003 55): 618 (Mariana Islands); 

Randall et al., 2004 24): 12 (Tonga); Konishi and Nakabo, 

2007 25): 99, unnumbered fig. (Ryukyu Archipelago and Indo-

Pacific); Ebisawa, 2007 56): 195, table 3 (Yaeyama Islands): 

薩南諸島から得られたハタ科魚類 2 種

Fig. 2. Fresh specimens of Saloptia powelli. A: KAUM–I. 72787, 330.0 mm standard length, north of the Tokara 
Islands, Kagoshima Prefecture, Japan; B: KAUM–I. 74329, 386.0 mm standard length, west of Nakano-shima island, 
Tokara Islands, Kagoshima Prefecture, Japan.
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Ota, 2007 26): 195, table 3 (Yaeyama Islands); Miura, 2012 27): 

25, unnumbered fig. (Okinawa Islands); Senou, 2013 2): 777, 

unnumbered fig. (Okinawa-jima island, Ogasawara Islands, 

Japan; southern Taiwan; Mariana Islands; Marshall Islands; 

Polynesia); Senou, 2014 3): 160 (Yoron-jima island); Sakurai, 

2014 7): 166, unnumbered fig. (Yoron-jima island); Hobbs et 

al., 2014 28): 210, table 1 [Cocos (Keeling) Islands].

標本
　3 個体：KAUM–I. 56119，体長 316.0 mm，鹿児島県ト
カラ列島口之島北方（種子島漁業協同組合せり市場にて
購入），2013 年 8 月 30 日，釣り，高山真由美；KAUM–

I. 72787，体長 330.0 mm，鹿児島県トカラ列島口之島北
方（30°01′N, 130°11′E；鹿児島市中央卸売市場魚類市場
にて購入），水深 100 m 付近，2015 年 5 月 21 日，釣り，
畑　晴陵；KAUM–I. 74329，体長 386.0 mm，鹿児島県ト
カラ列島中之島西方（29°51′N, 129°43′E；鹿児島市中央
卸売市場魚類市場にて購入），2015 年 6 月 22 日，釣り，
畑　晴陵。

記載
　計数形質と体各部の体長に対する割合を Table 1 に示
した。体は前後方向に長い長楕円形で側扁し，体高は背
鰭起部で最大。体背縁は吻端から背鰭起部にかけて緩や
かに上昇し，そこから背鰭第 8 棘条起部まで体軸と水平
となった後，尾柄中央にかけて緩やかに下降する。体腹
縁は下顎先端から腹鰭起部にかけて緩やかに下降し，そ
こから尾柄中央にかけて緩やかに上昇する。胸鰭基底上
端は腹鰭起部および背鰭起部よりも僅かに前方に位置す
る。胸鰭基底下端は背鰭起部直下，腹鰭第 2–4 軟条起部
直上に位置する。胸鰭後縁は丸い。腹鰭起部は背鰭起部
より僅かに前方に位置する。腹鰭基底後端は背鰭第 2–3

棘条起部直下に位置する。たたんだ腹鰭の後端は背鰭第
7 棘条起部直下に達するが，総排泄孔には達しない。腹
鰭の最後の軟条は体と鰭膜でつながる。背鰭起部は腹鰭
第 3–4 軟条起部直上に位置し，背鰭基底後端は臀鰭基底
後端よりもやや後ろに位置する。臀鰭起部は背鰭第 2–3

軟条起部直下に位置し，臀鰭基底後端は背鰭第 10–11 軟
条起部直下に位置する。臀鰭第 1 棘条は顕著で露出する。
尾鰭は截形で僅かに湾入する。総排泄孔は体の中央より
も後方に位置し，正円形で，臀鰭起部前方に開孔する。
吻端は尖り，下顎は上顎よりも突出する。上顎後端は眼
の後縁よりも僅かに後方に達する。上顎骨の先端には鋭
い円錐歯の歯帯がある。上顎骨の外縁には鋭い小円錐歯
が 1 列に並ぶ。鋤骨と口蓋骨には小円錐歯が密生する。

下顎の先端には小円錐歯が密生し，歯帯を形成する。歯
帯は下顎の後方にしたがい約 2 列となり，後端では 1 列
となる。眼は前後方向に長い楕円形で，瞳孔は円形。眼
隔域は平坦。両唇は厚い。鼻孔は 2 対で，前鼻孔と後鼻
孔は互いに近接し，眼の前縁前方に位置する。主鰓蓋骨，
下鰓蓋骨および間鰓蓋骨の後縁はともに円滑。前鰓蓋骨
後縁は不明瞭ではあるが細かい鋸歯状。前鰓蓋骨下縁に
前向棘がある。主鰓蓋骨は 3 本の棘をもつ。体は櫛鱗に
被われるが，頭部と胸部は円鱗に被われる。吻部，眼の
周囲，両顎および胸鰭腋部上方は無鱗。背鰭前方被鱗域
の先端は眼窩後縁よりも僅かに後方に位置する。鰓耙は
細長い。擬鰓を有する。
　生鮮時の色彩 ― 体背面から体側中央部および胸鰭は
サフラン色を呈し，頭部背面は赤みが強い。背鰭，臀鰭
及び尾鰭はカナリア色。体腹面と虹彩は鮮やかなピンク
色で，腹鰭各鰭条は黄色がかったピンク色。腹鰭の鰭膜
は淡いピンク色。瞳孔は青みがかった黒色。固定後の色
彩 ― 体は一様に明るい黄褐色になる。

分布
　本種はオーストラリア・ココス諸島から台湾，フレン
チポリネシアにかけてのインド・太平洋に広く分布する 8, 

17, 20, 21, 24, 28, 53)。日本国内では小笠原諸島 33, 19, 40, 43, 44)，沖縄
諸島 8, 32, 27, 47, 56)，与論島 3, 7)，およびトカラ列島（本研究）
から報告がある。

備考
　これら記載標本は背鰭棘条が 8 本であること，前鰓
蓋骨下縁に前向棘を有すること，臀鰭第 1 棘条が顕著
で露出することなどの特徴が Randall and Heemstra 8) や
Heemstra and Randall 17), Heemstra and Randall 20)， 瀬 能 2)

の報告した Saloptia powelli の標徴と一致したため，本
種と同定された。
　Saloptia powelli は Smith 45) によってクック諸島産の標
本に基づいて新種として記載された。本種を日本から初
めて報告したのは具志堅 32) である。彼は沖縄県で水揚
げされた本種のカラー写真を図示し，和名はまだ提唱さ
れていないとしつつも，沖縄県では「じせいみーばい」
と呼称されていることを報告した。本種に和名「ヤマブ
キハタ」を提唱したのは Katayama 47) と思われる。彼は
新称とは記していないものの，沖縄県那覇市で水揚げさ
れた体長 257 mm の本種 1 個体を報告し，その分布を沖
縄とクック諸島とした。その後，菅野ほか 40) と青木 33, 

43, 44) は本種を小笠原諸島近海から報告した。Randall and 

Heemstra 8) は沖縄県那覇市で水揚げされた本種 1 個体

鹿児島大学水産学部紀要　第 64 巻　（2015）
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Epinephelus retouti Saloptia powelli
n = 4 n = 3

Standard length (mm) 280.0–311.0 316.0–386.0
Counts
  Dorsal-fin spines 11 8
  Dorsal-fin rays 16–17 11–12 (11)
  Anal-fin spines 3 3
  Anal-fin rays 8 8
  Pectoral-fin rays 19 15
  Pelvic-fin spines 1 1
  Pelvic-fin rays 5 5
  Principal caudal-fin rays 8 + 7 8 + 6–7 (7)
  Pored lateral-line scales 72–76 (72, 75, 76) 72–75 (72, 74, 75)
  Longitudinal scale series 106–112 (106, 110, 111, 112) 116–119 (119)
  Scale rows above lateral line 19 16
  Scale rows below lateral line 46–48 (48) 59–63 (59, 61, 63)
  Circumpeduncular scales 45–50 (50) 54–57 (54, 56, 57)
  Upper gill rakers 6–7 (6) 8–9 (8)
  Lower gill rakers 15–16 (15) 16
  Total gill rakers 21–23 (21) 24–25 (24)
Measurements (as % of standard length)

  Body depth 35.1–38.8 (36.7) 31.9–33.8 (33.2)
  Body width 16.6–17.9 (17.5) 16.4–17.4 (17.0)
  Head length 40.9–42.1 (41.4) 37.6–38.6 (37.9)
  Snout length 10.7–11.5 (11.1) 11.5–12.1 (11.8)
  Orbit diameter 7.0–7.6 (7.4) 6.2–6.3 (6.2)
  Interorbital width 6.1–7.4 (6.8) 8.6–8.7 (8.6)
  Suborbital depth 3.5–3.9 (3.7) 3.4–3.9 (3.6)
  Upper-jaw length 15.6–17.1 (16.7) 18.1–19.6 (19.0)
  Caudal-peduncle depth 10.6–11.6 (11.1) 11.3–12.4 (11.7)
  Caudal-peduncle length 16.3–17.3 (16.9) 17.7–18.2 (18.0)
  Pre-dorsal-fin length 38.8–40.7 (40.0) 41.3–42.3 (41.9)
  Pre-anal-fin length 68.5–71.0 (69.8) 67.9–70.3 (69.3)
  Pre-pelvic-fin length 40.4–42.9 (41.4) 38.9–40.1 (39.6)
  Dorsal-fin base length 56.8–62.3 (59.4) 43.7–47.6 (46.0)
  1st dorsal-fin spine length 3.7–4.6 (4.2) 3.3–5.1 (4.4)
  2nd dorsal-fin spine length 7.9–10.0 (9.1) 6.7–8.3 (7.7)
  3rd dorsal-fin spine length 9.4–11.9 (11.2) 9.3–10.0 (9.6)
  Last dorsal-fin spine length 9.7–10.9 (10.3) 8.4–9.5 (9.1)
  Longest dorsal-fin ray length 14.5–16.5 (15.5) 13.5–14.4 (13.8)
  Anal-fin base length 16.9–18.4 (17.6) 16.5–17.6 (17.1)
  1st anal-fin spine length 5.1–6.3 (5.8) 3.4–4.8 (4.1)
  2nd anal-fin spine length 12.1–12.7 (12.3) 7.0–8.4 (7.7)
  3rd anal-fin spine length 11.9–13.1 (12.4) 7.3–8.1 (7.7)
  Longest anal-fin ray length 19.8–21.8 (20.9) 13.7–14.0 (13.9)
  Caudal-fin length 19.4–22.1 (21.0) 16.9–17.1 (17.0)
  Pectoral-fin length 22.0–24.8 (23.3) 16.3–17.8 (17.1)
  Pelvic-fin length 19.2–21.8 (20.1) 17.5–18.2 (17.8)
  Pelvic-fin spine length 9.5–11.5 (10.4) 8.0–10.0 (9.2)

Table 1. Selected counts and measurements of specimens of Epinephelus retouti and Saloptia powelli from the 
Satsunan Islands, southern Japan. Values in parentheses are means or modes.

（ZUMT 55551，体長 208 mm）を報告し，海老沢 56) は沖
縄諸島久米島から延縄によって得られた体重 0.8 kg の
本種 1 個体を報告した。三浦 32) は本種が沖縄島近海で
深海釣りによって稀に漁獲され，「じせいみーばい」と

称されることを報告し，桜井 7) は奄美群島与論島近海
の水深 130–250 m から得られた本種 1 個体（KAUM–I. 

41226）を報告した。したがって，本種の分布の北限は，
これまで与論島とされてきたが 7)，本研究によってトカ
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ラ列島北部から記録された。ヤマブキハタの分布は北限
を約 350 km 更新したことになる。なお，第 1 著者は鹿
児島市中央卸売市場魚類市場において，記載標本以外に
も，本種が薩南諸島各地から水揚げされているのを頻繁
に目撃しており，本種は与論島からトカラ列島にかけて
広く分布するものと考えられる。
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